
平成２９年度　佐賀県立杵島商業高等学校　学校評価結果

１　学校教育目標 ２　本年度の重点目標

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策 達成度

成果と課題
（左記の理由）

具体的な改善策・向上策

進路指導体制の充実

・企業訪問や作文指導など、進路以外の先生方にもかか
わっていただく。
・学校説明会やキャリア教育講演等を知らせる。
・業者による模試や適性検査、進路希望調査の結果等、生
徒に関する情報を知らせる。

B

・進路指導部と３年学年団とで協力して訪問。再編に伴い、
職員減になった場合、訪問数をいかに維持するかが課題。

・訪問内容等については、共有フォルダに入力することで
共有化を図った。
　
・作文指導を全職員に分担したことで、小論文対策指導を
国語科の先生に専念してもらうことができた。作文指導に
関しては、きちんと指導が行き届いたのか検証が不十分。

・業者による模試や適性検査、進路希望調査の結果等は、
進路でまとめて各担任の先生等に伝えた。また、業者から
の見方等の説明会を実施することができた。ただ、学年を
またいでの情報提供が不十分であった。

・１、２年学年団にも企業訪問を分担する。訪問して感じた
ことをクラスの生徒に話してもらえば、早い段階からの進路
意識向上にもつながる。

・共有フォルダだけでなく、学年主任を通して、学年会で伝
えていく。

・添削指導後の作文の回収。

・共有フォルダの使用も考える。

勤労観・職業観の育成と進路意識
の向上

・学年主任と連絡を密にし、実施したい行事を実現してい
く。

B

・各学年主任と相談しながら、LHRや総合的な学習の時間
を計画的に実施することができた。

・本年度、３年間を見通しながら、次の学年につながるよう
に企画してきた。来年度も学年主任の先生方に様々な講
座等の情報を伝え、協力を仰ぐことで、より良い内容にして
いく。

ビジネス実践力の向上

・３年次授業において現場実習を取り入れることで、学習
の深化を図り、将来のスペシャリストの基礎づくりを行な
う。
・外部講師の講義により、専門分野の業界状況を把握させ
るとともに、社会で求められている人材を理解させ実践さ
せる。

B

・「課題研究」のそれぞれの講座で現場実習、または現場
実習に類する内容の取り組みを行い、現場の生の声を得
られ、生徒のモチベーション向上につながった。週に１日、
午後２時間であるため、場所、企業、内容等が限られること
が課題である。
・「キャリア教育事業」で行う外部講師を迎えての授業は、
最新の技術を学ぶ講座や、地域密着型の企業の経営者の
話など、内容を見直したことで今の生徒に必要な話を聞か
せることが出来た。

・長期休業中などを使ったインターンシップ等を計画する。
・今後も外部講師の授業の内容および講師を常に見直し、
生徒に必要な内容とする。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策 達成度

成果と課題
（左記の理由）

具体的な改善策・向上策

●学力向上 わかりやすい授業の実践
・教科内研究、授業研究会を実施する。
・少人数指導や習熟度別指導などを取り入れ、個別指導を
充実させる。

B
・少人数指導や習熟度別指導を取り入れることで、生徒の
実態に合わせたきめ細やかな指導をすることができた。

・基礎的な学習活動充実のために少人数指導を活用して
いる場面が多いが、より高度な学習指導にも生かしていく。

学習効果を高めるＩＣＴの利活用

・教科会議を定期的に実施し、教科全体でＩＣＴ機器を利活
用した教科指導方法を研究する。
・５～１０分の動画を見るだけの、簡単手間いらずの授業
活用を紹介する。

B

・教科以外のホームルーム活動や総合的な学習の時間な
どでの活用が増えてきている。
・教科の特性もあるが、ＩＣＴ機器利用頻度は教科ごとにば
らつきがある。

・ＩＣＴ機器の有効な利活用場面を各教科会等で検討し、情
報共有できる場面を設定する。

職員研修の充実

・ヘルプデスク支援員等による個別研修を充実させる。準
備が簡単で授業で使える教材を紹介したり、教員の要望を
聞きながら支援員が教材作成の支援をする。
・年間を通じての個別研修と、長期休業期間の希望者研修
を実施する。

B

・ＩＣＴ機器の有効活用について、職員間での情報共有が行
われている。
・ヘルプデスク支援員とも相談し、授業での活用の場面が
増えてきている。

・授業研究会の共通のテーマとして取り上げ、ＩＣＴ機器の
利活用についてさらに意識を高めていく。

○教職員の資質向上 教科指導力向上にむけた取組み
・6月と11月を授業力向上月間として、他の教諭の授業参
観と話し合いを通して、授業力向上のきっかけとする。
・校外での授業参観や研修への参加を奨励する。

B

・今年は授業参観の視点から案内をしたことで、それぞれ
の教諭のねらいをもって参観することができ、参観数が増
加した。
・11月の参観者数が少なかった。

・校内が研修の場になるように、自己研鑽を呼びかけてい
く。また、校外の研修についても積極的に情報提供してい
く。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策 達成度

成果と課題
（左記の理由）

具体的な改善策・向上策

○基本的習慣の確立 心身ともに健全な生徒の育成

・集会などを通じ、心の教育を行う。
・外部講師による研修会を実施し、他者に対する配慮や集
団で生活するマナー・ルールの必要性を説く。
・学校外での挨拶の徹底
・新高校に向けて地域に愛される学校づくりの推進

B

・集会を通じ心の教育を行ってきたつもりであったが、ＳＮＳ
での誹謗中傷の書き込みや他者に対する軽率な行動が見
けられた。
・薬物についての研修を民間団体にお願いし、生々しい実
態を生徒に聞いてもらったのは効果的であった。
・学校でのあいさつなど年々良くなっているが、全生徒の浸
透にはまだまだ不十分である。

・・集会では生徒指導主事以外の先生にも積極的に発言し
てもらい、様々な観点から生徒に伝えるべきであった。外
部講話については有意義で効果が感じられた。外部からの
苦情も減り、落ち着いた学校生活が過ごせている。ただ、
自転車マナーを考えると、イヤホンを付け音楽を聴きなが
らの運転や、スマートフォンの画面を確認しながらの運転な
ど危険な場面も見受けられた。今後は情報社会に対応した
教育に力を注ぐことが重要である。新高校としてスタートを
切る本校はますます地域に愛される学校作りを目指してい
く。

○生徒指導の充実 端正な服装・頭髪
・月一回の服装頭髪指導を実施する。
・再検査および継続指導の徹底のため、毎週月曜日の継
続指導を施する。

c

・服装検査も、月１回の検査で生徒も職員もマンネリ化して
きた感じがある。日頃の指導徹底を全職員に呼びかけ、そ
のリーダー的存在にならなければならない。継続指導につ
いても、中途半端で毎週月曜日に生徒指導で対応できな
かった。対応自体に継続性がなかった。

・服装検査の時だけであれば、服装検査を実施しないこと
も改善策の一つであろう。決められた日に行われる行事で
なく、日々の生徒指導はルールを守らない生徒に対して全
職員で取り組むことが必要。

●心の教育 思いやりの心の育成 ・人権講話等を通して、意識の向上を図る。 B
・まだ不十分であるが優しい生徒が増えてきたような気が
する。

・講話や研修で職員の専門性も高める。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策 達成度

成果と課題
（左記の理由）

具体的な改善策・向上策

活
動

教
育

○異文化交流 異文化への興味関心
・青岩高校（韓国）への訪問を継続し、異文化理解や語学
研修を実施する。来年度以降の交流方法につても青岩高
校と具体的に検討する。

Ｂ

・本年度も青岩高校へ訪問することができた。参加生徒
は、訪問前に事前に調べ学習を行ったり事前研修（韓国語
講座）に参加するなど、積極的に取り組み、実際の訪問時
にも有意義な交流を行うことができた。来年度は予算も少
なることから、交流方法を検討しなければならない。

・来年度は予算が少なくなることから、これまでと同様の交
流は難しくなる。参加人数や費用、宿泊場所、交流の方法
などについて具体的に検討し、できる限り多くの生徒に交
流の機会を与えていきたい。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策 達成度

成果と課題
（左記の理由）

具体的な改善策・向上策

○ボランティア精神の
育成

復興支援活動による豊かな人間の
育成と社会貢献

・被災地よりいただいたひまわりの種を全校生徒で大切に
育てる。また来年に向けて新たな種を採取する。さらにこの
活動を各地域へ発信することでその輪を拡げる。

Ｂ

・生徒会役員を中心として、全校生徒で役割を決め、種ま
きや水やりなどを計画的に進めることができた。これからも
ボランティアについての意識を高め、募金活動や介護施設
など、積極的にボランティアに関連する活動を行っていきた
い。

・ＪＲＣや地域ボランティア等、生徒会役員以外の生徒の参
加を募集したところ、多くの生徒の希望があった。地域から
の依頼については、生徒への案内や協力を募り、ボラン
ティア活動についての意識の向上を目指し、学校全体で取
り組んでいく。

教育相談体制の充実

・スクールカウンセラーと協力体制を取りながら、教員間の
共通理解を図る。
・担任会、ケース会議等で情報を共有し、支援体制を整え
る。

A

・継続的なスクールカウンセラーとの面談で、生徒の情報を
収集することができ、その後の支援に大変役立っている。
ケース会議等で情報の共有、支援内容を確認ができ、支
援体制は整ってきている。

・特別支援の観点からもケース会議を開き、教科担当者間
の情報の共有、支援体制を強化していく。

心の健康づくり
・全校集会などで命の大切さや思いやり等をテーマに指導
する。

B

・学期ごとに健康相談を継続的に行ったが、健康維持、病
気の予防についての意識は依然として低い。個別に相談し
てくる生徒もいるが、全体的に意識を高めていく必要があ
る。

・継続的に健康相談をしたり、HR等で保健だよりを活用し
た指導を行ったりすることで、健康に関する知識を高めて
いく。

●いじめの問題への対
応

いじめの早期発見・対応
・いじめアンケートを学期1回実施し、情報の共有化を図
る。

B

・いじめアンケートの実施及び本人等からの訴えにより覚
知件数８件、認知件数６件となっている。学年を中心に情
報を交換する機会を多く設け、情報の共有化を図り対応し
ていった。

・コミュニケーション力、自己理解、他者理解を向上させる
ため、スクールカウンセラーによる演習授業の内容の充
実。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策 達成度

成果と課題
（左記の理由）

具体的な改善策・向上策

活
動

教
育

●健康・体つくり 健康の自己管理

・健康診断で健康状態を把握しながら予防・受診の指導を
行う。
・保健だよりの発行、保健講話を実施し健康に関する知識
を習得させる。

B

・再検査及び治療の勧奨を年2回実施しているが、治療報
告書の提出は30%に満たない。
・毎月の保健だよりの発行はできた。集団感染率を見ると、
病気の予防、健康に関する知識習得までは達成できてい
ない。

・保護者面談等でさらに個別指導を行う必要がある。
・ホームルーム等の時間を使って、保健だよりに目を通す
時間を設定できると健康に関する知識習得につながると思
われる。

運
営

学
校

○情報化と校務の効
率化推進

情報の共有化

・校内ネットワークやSEI-Netメール・メッセージ機能を活用
する。
・出席統計、指導要録、各種試験成績、生徒情報などを職
員間で共有したり、職員間の連絡を校内ＬＡＮやSEI-Netで
行う。

B
・校内ＬＡＮやSEI-Netが定着し、職員間での情報共有はス
ムーズになってきている。

・朝の日課表への連絡事項入力を呼びかけ、朝ホームまで
の時間を有効に活用していく。

①体系的なキャリア教育を実施し、将来を見据えた進路意識の向上を図る。

② 基礎学力の定着を図ると共に、部活動や校外活動を通して社会性を育成する。

③自尊感情を高め、元気な挨拶や端正な服装、ルールを守る態度を育成する。

④ＩＣＴ利活用や国際交流を通して、広い視野を持った生徒を育成する。

⑤「ひまわりプロジェクト」を通して『命』と向き合い、ボランティアの心を育成する

具体的目標

  「生き抜く力」を育む指導をとおして、生徒一人ひとりの優れた資質
を伸ばし、経済社会の発展に寄与する有意な人材の育成を目指
す。

「 想いを力に～ひたすらに　ひたむきに～ 」をスローガンとして、
① 体系的なキャリア教育を実施し、将来を見据えた進路意識の向上を図る。
② 基礎学力の定着を図り、部活動や校外活動を通して、望ましい社会性を育成する。
③ 自尊感情を高め、元気な挨拶や端正な服装、ルールやマナーを守る態度を育成する。
④ ＩＣＴ利活用や国際交流を通して、広い視野を持った生徒を育成する。
⑤ 「ひまわりプロジェクト」を通して『命』と向き合い、ボランティア精神を涵養する。

３　目標・評価

具体的目標

教
育
活
動

○進路指導

・全職員に進路についての関心を持ってもらう。

・各学年に応じた内容の実施。
・「働く覚悟」をつけさす。

・現場での実習を通して、ビジネス実践力を向上させる。

教
育
活
動

・わかる授業のための指導方法の改善や工夫に努め、実践する。

●教育の質の向上に
向けたＩＣＴ利活用教育
の実施

・学習者用パソコンや電子黒板の有効活用を推進し、授業で電子
黒板・学習ＰＣの未使用率を６５％以下にする。

学
校
運
営

・授業でのＩＣＴ利用が少ない教科や教員に、はじめの一歩を踏み
出してもらう。
・すべての教職員が２回以上の研修を受ける。（情報モラル研修
を含む）

・教師が自己研鑚に努め、「わかる授業を実施する」という意識を
深めることで、生徒の学習意欲を向上させ、生きる力と豊かな人
間性を育てる授業を実践する。

具体的目標

教
育
活
動

・学校行事や全校集会などでの定時集合完了を目指す。
・校門指導などにより、挨拶の励行及び学校の基本ルール、マ
ナーを遵守させる。
・地域に信頼される学校づくり

・服装や頭髪を整える意味を理解させる。

・自己と他者との違いを理解し、互いに認め合う心を育成する。

具体的目標

・姉妹校である青岩高校と交流し、国際交流事業の継続及び充実
を図る。

具体的目標

教
育
活
動

・被災地への思いを風化させることなく、その思いのこもったひま
わりを栽培することで命の大切さを考えさせる。

●心の教育

・クラスに馴染めない生徒や問題を抱えた生徒の支援を充実す
る。

４　本年度のまとめ・次年度の取組

　本年度の重点目標の５項目について、全体的には概ね達成できている。特に学校生活や人間関係で支援が必要な生徒に対するサポートでは、校内での支援体制が整ってきており職員間の情報共有が出来た。また、スクールカウンセラーの継続的な支援やスクールソーシャルワーカーなどの専門家との連携も機能してい
る。今後は特別支援の観点からのケース会議を開き、教科担当者間の情報共有を図り、支援体制の充実を進めていく。

　 課題として、重点項目② 「基礎学力の定着を図ると共に、部活動や校外活動通して社会性を育成する」では、「わかりやすい授業」の推進を目指す。また、基礎学力の確実な向上を目指し、朝の学びの時間を設定し生徒の理解度に応じた学習に取組み、全体的な引き上げを図っていく。

　 重点項目③「自尊感情を高め、元気な挨拶や端正な服装、ルールを守る態度を育成する」では、徐々にではあるが指導の意図が生徒に理解されてきている。しかし、定期的な服装指導時と日常生活の違いがまだまだ見受けられ、生徒および職員にもマンネリ化が見受けられる。その都度粘り強く、全職員で対処していくこ
とを確認し指導に当たっていく。

 　重点項目④「ＩＣＴ利活用教育や国際交流を通して、広い視野を持った生徒を育成する」では、（韓国）青岩高校との国際交流が、本校のリーダーとなりうる生徒の育成につながっている。今後は訪問以外の交流方法を検討し、少しでも多くの生徒が海外に目を向けるきっかけとなる取組みを行っていく。

   社会人となるための準備期間として、高校時代に確かな学力や身だしなみ、規範意識を身に付けることの大切さをいかに理解させるかが課題である。早い段階で、将来や学校でのビジョンを持たせるため、全職員で体系的なキャリア教育を推進する。

・調査報告や生徒情報を、全職員で共有する。

・校内LAN、SEI-Netを有効活用する。

・心と体の健康維持のための助言・支援を行う。

・他者に対する思いやりの心を育成し、いじめのない学校生活を
目指す。

具体的目標

・疾病予防や健康の保持増進を理解し、自ら実践できる能力を育
成させる。

本年度の重点目標に含まれない共通評価項目

達成度 Ａ：ほぼ達成できた

Ｂ：概ね達成できた

Ｃ：やや不十分である

Ｄ：不十分である


